
黒野城跡 (岐阜市史跡 )
　黒野城跡は黒野大地の南端に位置する。加藤貞泰が居城し
た本丸跡で、規模は約 110m 四方の方形。その土塁は高さ約
5m、幅約 15ｍの堀に囲まれ、昔の面影を残している。入口
は枡形虎口（ますがたこぐち）で織豊系城郭の特徴がある。
現在の標柱付近に石垣に囲まれた城門と橋があった。土塁上
の北西と南東隅には櫓（やぐら）が設けられていた。
　城門南側の土塁・公園・橋は、昭和時代に造成されている。
　平成 25 年度から発掘調査が進められており、平成 26 年度、
入口部分にて黒野城で初めて石垣列が確認された。

舟入川・蔵屋敷跡

馬場跡
　加藤貞泰は乗馬が得意。馬術の
稽古場は長さ約220ｍもある。
　江戸時代のいわれでは、バンバ
 とも云う。（現存しない）

　物資運搬は板屋川、伊自良川、長
良川を通り、海に出る舟輸送が行わ
れていた。（現存しない）

寺　院

黒野別院跡　
　慶長 15 年 (1610) 加藤貞泰は城
下町繁栄のため正木御坊を黒野掛
所に移転させ、黒野御坊と称した。
　明治 10 年 (1877) 黒野別院とし
て独立。門前町として繁栄した。

光順寺　
　浄土真宗本願寺派。寛永 9 年
 (1632) 光順寺の寺号を受け､ 本願
寺御留守居職を代々拝命し、明治
10 年 (1877) 黒野別院設置に協力
（本堂を本願寺に寄附)した。現在
の山門、鐘楼は黒野別院から移築。

専長寺　
　浄土真宗本願寺派。文明年間
(1469 ～ 1486）､木田村に創建され
たが､慶長 15 年 (1610)2 月、加藤
貞泰より城下町繁昌のため､移転を
請われ木田から現在地に引越した。

　浄土真宗本願寺派。慶長２年
(1597) 堂が創建され､阿弥陀如来
画像を安置する｡ 明治5年 (1872)
の学制発布前から寺子屋があり､
現在の黒野小学校の前身である。
　本堂の格天井絵（100 枚）は、
今川の伊原與三平 (よさへい画号
宝水･明治３年生まれ）が描いた。

　浄土宗。天正13年(1585)開基。
転深坊 ( 天神坊）跡は、加藤貞泰
築城のとき三ノ丸搦手守護の仏堂
となる。慶長15年(1610)､米子へ
移封の時､ 住職二世定山は本尊と
共に米子へ移った｡その後、三世
林太が再興する。

明善寺・忘筌学舎跡　
ぼうせんがくしゃあと

超勝寺・転深坊跡

大野孫市生誕の地
　織田信長と本願寺門徒との大坂石
山合戦で顕如（けんにょ）上人に孫
市は味方する。上人が襲われたとき
槍で敵将を討ち功績を挙げる。後、
加藤貞泰に従い犬山城へ出陣したが
関ヶ原合戦で討死。子孫に武芸達人
で道場を開いた大野理忠太がいる。
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庄屋の門と塀（下鵜飼）

恒久平和の碑（忠魂碑） （光順寺）
親鸞聖人詠碑   （栄町）

供養碑　　　   （古市場）

たがじんじゃ

   くろ の  じょうあと

　二階建て長屋門で白木家の屋敷。
  （一般公開していません）

黒野古城本丸之図　
宝永 7年（1710）神　社

 多賀神社
　創建は 800 年程前と推定。城を
守る宮になる。明治に多賀神社、
諏訪神社、神明神社を合祀する。
　樹齢 750 年の大杉 ( 神木 ) は、
伊勢湾台風で倒木。祭神は、伊邪
那岐命（いざなぎのみこと）。
　寛永 12 年 (1635) 以来の棟札34
枚が拝殿に掲げられている。

❶ 

❹ 道しるべ　　   （古市場）

（岐阜県図書館蔵）

( 大洲曹渓院蔵 )

北

　浄土真宗の大寺院。洪水で本
尊が黒野に流れ着いたと伝わる｡
　慶長 15 年 (1610) 加藤貞泰は
城下町繁栄のために寺地を寄進
し誘致した。手洗鉢石 ( 八畳岩 )
を運搬中､仮橋が壊れ川に落ちた
ままと伝わる。（現存しない）

八幡神社（村山）
　加藤貞泰が慶長
13年(1608）、村山
に神社を創建した
ときの棟札。

鷺山の「尉殿堤記念碑」
　領民を水害から守るため希望
が丘学園から崇福寺方面に築堤。

だるま観音  大龍寺（粟野）
　加藤貞泰と加藤図書（ずしょ）
の書状が残されている。

正法寺（小野）
　慶長２年（1597）、加藤貞泰再
興の寺。光泰の叔父桂泉和尚を
住職とした。

弘法大師  乙津寺（鏡島弘法）

教徳寺（西改田） 徳川家康書状

　慶長５年（1600）、徳川家康か
ら加藤貞泰、竹中重門宛の礼状。

　加藤貞泰、黒野城が完成し入
城するまでの仮館。黒野別院から
移設の長胴太鼓が太鼓堂にある。

　加藤貞泰の寄進品記録、父光
泰の位牌が安置されている。

安八町大明神の「尉殿堤」

じょうどのつつみ き  ねん   ひ

じょうどのつつみ

　加藤貞泰の知行地。度々の水害
を防ぐため輪中堤を築堤させた。
地元でこの恩を忘れぬためこの
名を残した。

　　　 こうぼうだいし おっしんじ

正木御坊跡 (正木）

加藤貞泰 岐阜ゆかりの地

（関ヶ原町歴史民俗資料館蔵）
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・太古から今川の町に市（いち）があり。その時、上立（かみたて）にも町
  （折立村と黒野村堺あたり）があり、今川の市が上立へ移り繁昌した。
  その町の市神は榎木（えのき）に祭られ神町といった。それより今川の
  元市場を古市場と名付、二郷に分かれる。
・黒野に立村(たてむら）が上、下（かみ、しも）あり。上には上立町、神町
  通り、ほろ町通り、円万寺通りがあった。
・その後、慶長３年春、加藤左衛門尉様が城を築き入城された時、上
  立を黒野、下立を折立と名付けた。そのとき、古来の町を西に替え、
  町通りは家中屋敷となる。新しい町も出来たが、慶長15年(1610）米
  子に移られた。　　　　　　　　　[玉木和廣（英治）氏蔵より編集]

東

江戸時代の「字（あざ）いわれ」によると、

町筋の移り変わり

 外堀跡

楽市制令（崇福寺蔵）
　加藤貞泰は､城下町繁栄のため､慶
長 15 年 (1610) 正月､「楽市」の免許
を町に出した｡また町人に対して､土
地の年貢と諸役を向こう５年間免除
し自由に商売ができるようにした。
　しかし、米子に転封のため、わず
か半年の実施であった。

　多賀神社の裏側に幅約４～５m､
高さ約２m､ 東西に 650mの空堀
跡が残っている｡

 西木戸の堀跡
　当時の堀と土塁
の幅は約16ｍと推
定される。

 搦手側の土塁跡
　現存の外堀土塁で最も大
きい。私有地で現在は藪に
覆われている。
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　江戸時代末の門を庄屋の伊
藤家に移築。屋敷は古風な土
塀。（一般公開していません）

　明治 6年 (1873) 頃、笠松陣屋
を移築した国島家の長屋門｡
 （一般公開していません）

からめてがわ　   ど るいあと

そうふくじぞう
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黒野城下家中屋敷・町屋敷の推定図 (古図と慶長検地帳から再現） 地図の作製・河口耕三

 本丸虎口の石垣の痕跡
　城門付近には、石垣の石材が 20
個以上露出。平成 26 年５月、枡形
虎口内の東側で初めて石垣列発掘。

廃城後100年を経て描かれた古図

薬師堂

　観音堂　　❷

❶ 
　慶長２年 (1597) 黒野城の鬼門
に薬師堂が建立されたが、加藤貞
泰の移封後､八代山薬師寺と改め
黒野町に移った。その後、廃寺と
なったが、元禄 13 年（1700）現
在地に建立。小野正法寺の末寺で､
本尊は薬師如来。

（黒野城跡前バス停）

（あそか苑東南）

　宝暦７年(1757)、城堀の泥中か
ら引き揚げた聖観音像（左）を網
掛観音と伝わる。寺が兵火で焼失
の折､投げ込まれたものと推測。
    右は天明２年（1782）、干ばつ
のとき堀をさらえていた百姓が発
見の雨宝童子。いずれも佐野幸八
利定のとき堂を造立し、守り続け
ている。(一般公開していません)

「城堀から出た観音様」　

堂

発行／「黒野城と加藤貞泰公研究会」　第２版 2014.11

印刷／  ヨツハシ株式会社　
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後援／  黒野地区自治会連合会・黒野まちづくり協議会

　中江徳左衛門の屋敷跡
　貞泰の家臣、中江徳左衛門吉長
は近江の聖人で儒学者の中江藤樹
育ての祖父。（屋敷は現存しない）

　加藤主馬助の屋敷跡
　貞泰の従兄弟。日本古式泳法12
流派の一つ「大洲神伝流泳法」の
創始者。（屋敷は現存しない）

注意  ･車が通れない狭道です。徒歩､自転車で散策しましょう。
 ･黒野城跡に駐車場はありません。下記のご厚意により見学
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「黒野城跡」

至方県
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（1580～1623年）

 か とう   さえもんのじょう  さだやす　　　

加藤左衛門尉貞泰 　
  おお ず そうけいいんぞう

〔玉木和廣(英治）氏蔵 ・ 解読図  岐阜市史  史料編近世二 付図７〕
黒野城下家中屋敷図

 　黒野城は平城で本丸を中心に二の丸、三の丸と三重の掘に囲まれた輪郭式の曲輪。
     規模は東西約1000ｍ､南北約800ｍ。外堀の土塁は、防御に適した凹凸形状の横矢
 構造。要所には門、神社や寺院が風水思想で配置されていた。 
　 郭内は、二ノ丸・広小路・役所・道場・馬場・蔵屋敷など城の施設と、家臣196家の屋敷
などが並ぶ。主な屋敷は土塁・掘に囲まれて外敵に備えた環濠集落に似た構造である。
　南西側には、15の町屋                      敷が整然と配置されていた。　
  （推定図は、古図と慶長                      検地帳の屋敷面積に基づき明治地籍図上に作成）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

明治28年(1895)写／小野小野三・山田重
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旗

　 じゃのめもんうまじるし
　 蛇目紋馬標
（大洲八幡神社蔵）

おおうまじるしおおまとい
大纏 ・大馬印

黒野城と城下町ジオラマ ジオラマ作製･平井昭彦

江戸時代 代官屋敷の門 江戸時代 庄屋の門 

　貞泰に仕える。 幕末に子孫で大洲藩奉
行の国島六左衛門（38 歳）が坂本龍馬
と「いろは丸」事件に関わり死去した。
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至岐阜県庁

えい  ひ

　慶長年間、黒野に
お城を築く頃から加
藤貞泰に仕える。

国島仁右衛門

      しもうかい

　黒野別院の本尊阿弥陀如来像が
跡地の黒野あそか苑に安置。

黒野城の城郭
くろ   の   じょう　　じょうかく

 標柱・案内板
あんないばん ひょうちゅう 

　　城門跡附近に黒野城跡の史蹟案内や城下
　町の案内板。トイレは大洲城（おおず）の
    トイレを参考に平成 25 年 3月完成。

長光寺跡（板屋川･東板谷橋附近）
ちょうこう じ あと

　加藤貞泰が黒野城を築くとき祈願
所とした。寛永 17 年（1640）、真言
宗から浄土宗に改宗。翌年大洪水で
流出。寛永 19 年 (1642)、池田郡六
之井村に移転し正道寺となる。
 （跡は現存しない）

       長良川鵜飼発祥の地
                   黒  野
  10 世紀中頃の平安時代中期に作ら
れた辞書「和名類聚抄」(わみょうるい
じゅしょう）に方県郡鵜養郷（かたがた
ごおりうかいごう）の地名あり。
　黒野地域は、鵜飼七郷（ななごう）
の庄（のち九郷）で下鵜飼など各村
が鵜で漁をしていたと思われる。川
瀬の変化と兵乱にて、長良と岩田に
分かれて移住、岩田から小瀬に移る。
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  屋敷跡

馬頭観音

役所跡
道場跡

役所跡

愛宕神社

楽市制令

多賀神社

庄屋の門と塀

大野孫市
  生誕地

地蔵

馬頭観音

（大聖歓喜天）

恒久平和
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江戸時代庄屋の門

西木戸

東木戸 供養碑
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延命地蔵堂
鎮守社

庚申堂
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代官屋敷

加藤主馬助
屋敷跡

加藤平内屋敷跡
　(貞泰の弟）

蔵屋敷跡

土塁跡

外堀跡

宮大門跡

道しるべ
代官屋敷門 熊野神社

庚申堂

⊥
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親鸞聖人詠碑

掛所跡

町屋敷

家中屋敷
神明跡

東善寺跡

西円寺跡

舟
入
川
跡

寺
河
道
す
じ

高
河
ら
い
と

堀
か
わ
を
ち

中
道

道
い
ノ
上

古
町
通

東
ほ
ろ
町
通
りほろ町

西円寺通り 東円寺通り
ﾄｳﾒｲ
ｴﾝｼﾞﾆｱ

三角屋

あそか苑

城南
公園

下之町

ｺﾏﾂﾔ

西下之町

西町
貴久家松月庵

総合病院
平野

久世工業

よしや

南町

栄町

上之町

仲之町

多賀町

古町

常楽寺跡

❹

お城があった頃又は江戸時代の施設・地名など

０

（天神坊）

町通

300 500ｍ100 200 400

の碑

N

4°

黒野城跡

超勝寺
❶ 

❷

❸

❹

❺

❼

❷

❸

❹

❷

❶ 

❽

❺

❼❽

❶ 

❷

❸

❹

ふじた

西村歯科

（株）KVK
平野

総合病院

短大

黒野
会館黒野

野々村
医院

10

番所

❸

❶ 

惣門口

❾

12

❻

11

中江徳左衛門
　  屋敷跡

東下之町

井上町

黒野ﾌｰﾄﾞ

黒野小

ﾊｲｼｮｯﾌﾟ

岐阜西

新道

郵便局

下鵜飼

古市場

折立

転深坊跡

普明院梅宝寺

水神

13

西木戸の堀跡

平
成
医
療
専
門
学
院

平成医療

新聞店
野々村

接骨院
岐北

島部呉服

❺

板屋川の東板谷橋附近

十六
銀行

今も伝わる大字黒野の小字名（こあざな）

町裏

西町
東町

村前

井ノ上

古町信濃
大門

幌町

円満寺

惣門口

溝東

溝西 通筋

二ノ丸

愛宕神社       （西町）
稲荷大明神  （南町）
鎮守社 　　 （超勝寺）

熊野神社　    (古市場）
秋葉神社 　 （新道）
秋葉神社        （栄町）
多賀神社・水神（下鵜飼）

❷
❸
❹
❺

❽
❼

❸
❹

❽

❺
❻
❼ 普明院梅宝寺（大聖歓喜天）（下鵜飼第一）

 ふ  めいいんばいほう じ だいしょうかん き てん

妙見堂　　   （南町）
みょうけんどう

庚申堂   　   （古市場）
 こうしんどう

釈迦堂　  　  (古町）
しゃ    か  どう

馬頭観音 　 （下鵜飼第一）

堂 ・観音・地蔵
地蔵     　     （下鵜飼第一）
地蔵    　　  （光順寺）
馬頭観音      （折立）
庚申堂　　  （折立）
延命地蔵堂  （折立･超勝寺）

❾
10
11
12
13

正道寺
 しょうどうじ   いびぐん  いけだちょう ろく の  い

　始め方県郡鵜飼郷にあって花
中山長光寺と称す。洪水で流出
し、寛永19年（1642）六之井に移
転、華中山長光院正道寺と改称。
    文禄4年（1595)の加藤光泰と
貞泰の位牌が安置されている。

　関ヶ原合戦後、徳川家康から
池田・安八・不破３郡の内3641
石の采地を賜り、旗本加藤氏は
明治維新まで続く。六之井の陣
屋跡、妙勝寺や公郷の月真寺は
加藤氏ゆかりの菩提寺。

貞泰の弟平内の領地
（揖斐郡池田町六之井・大野町公郷）

 　　へいない

くごう

代官屋敷（折立）
　佐藤家九代庄屋の治郎兵衛は、加
藤貞泰が居城のとき代官になる。
　江戸時代の門と慶応 4年（1868）
太政官の高札が残っている。

だいかんやしき

  但し駐車禁止の場合もある。自己責任で駐車願います。

P2

者に限り駐車場が利用できます。
P1  約   5 台   全日利用可　二ノ丸資料館（私設）
P2  約 20 台  土･日･祝日利用可  平成医療専門学院駐車場 
  

↓

小川市と力女の話
　小川の近くに立つ市場に、美濃狐
の化身である力持ちの大女が出没
し、商品を強奪する。それを知った尾
張の小女が力比べをしてやろうと、
伊勢海で捕った蛤50石を船に積み
大川（長良川）を遡り、市に来ると、大
女が現れ、蛤を奪うが、力持ちの小
女に負けてしまう。悪いことをすると
その報いを受けるという話が「日本
霊異記」や「今昔物語集」に出てくる。
　黒野城があった時代より約850年
前の奈良時代、聖武天皇（在位724～
749）の頃、人の往来で賑わいがあっ
た方県郡小川市は、今の古市場の外
堀、熊野神社あたりと思われる。

お がわ いち　　 りきにょ　

小川市跡

生誕地
郷純造･誠之助

公園  
国島勢以生誕地

江戸時代生まれ著名人の生誕地

安田以哉
坊生誕地

 黒野城の御城門
　　　　 北方陣屋へ

  ・黒野城４万石は廃城後、
加納領になり、城門・石材
などが移築。
  ・加納領の北方には２門
移築。五千石旗本戸田氏
の陣屋敷〆切門の可能性。
岐阜西別院裏門（県重文）は
明治初期、北方新町から移
築。黒野御城門の推測も。

（揖斐郡池田町六之井）

❻
❺

　神　社 その他石碑など

 うかい はっしょう

航空写真　岐阜市教育委員会提供

 P1   二ノ丸資料館（関谷宅・見学は事前予約）
展示施設

facebook の kuronojyo を検索してください
メールアドレス    kurono_jyo@yahoo.co.jp

黒野城下町
訪ねてみよう！

岐阜市

くろのじょうかまち

　加
藤
貞
泰
は
、天
正
八
年（
一
五
八
〇 

）、加
藤
光
泰（
一
五
三
七
〜
一
五
九
三
）

の
嫡
男
と
し
て
近
江
国
磯
野
村（
滋
賀
県
）に
生
ま
れ
る
。

　父
光
泰（
甲
斐
国
二
十
四
万
石
・
山
梨
県
）が
朝
鮮
の
役
で
死
去
し

た
後
、文
禄
三
年（
一
五
九
四
）十
五
歳
で
家
督
を
相
続
し
、美
濃
国
黒
野

四
万
石
に
封
じ
ら
れ
黒
野
城
を
築
い
た
。

　慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）の
関
ヶ
原
の
役
で
は
、始
め
西
軍
に
属
し
た
が
、

後
、徳
川
家
康
の
先
陣
と
し
て
働
き
、本
領
を
安
堵
さ
れ
た
。

　城
下
町
を
整
え
る
と
共
に
、治
水
事
業（
尉
殿
堤
）を
行
い
、領
内
の
生

産
を
高
め
た
が
、慶
長
十
五
年（
一
六
一
〇
）二
万
石
を
加
増
さ
れ
、伯
耆

国
米
子（
鳥
取
県
）六
万
石
に
封
じ
ら
れ
、黒
野
城
は
、わ
ず
か
十
六

年
の
短
期
間
で
終
わ
る
。

　そ
の
後
、元
和
三
年（
一
六
一
七
）、大
坂
の
陣
の
功
績
に
よ
り
伊
予
国
大
洲

（
愛
媛
県
）六
万
石
へ
封
じ
ら
れ
た
。元
和
九
年（
一
六
二
三
）、江
戸
に
お
い

て
四
十
四
歳
で
死
去
し
た
。大
洲
藩
の
加
藤
家
は
、明
治
維
新
ま
で

二
百
五
十
年
続
い
た
。

加
藤
貞
泰
と
黒
野
城

ち
ゃ
く
な
ん

み
つ
や
す

じ
ょ
う
ど
の
つ
つ
み

か 

と
く      

そ
う
ぞ
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み
の
の
く
に

ほ
う
き
の

か

　

  

と
う

　さ
だ

　や
す

　
　
　

   

く 

ろ
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じ
ょ
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け
い
ち
ょ
う

げ
ん
な

い
よ
の
く
に
お
お
ず

ぶ
ん
ろ
く か

い
の
く
に

お
う
み
の
く
に 

い
そ
の
む
ら

あ
ん
ど

く
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よ
な   

ご  

　

   

と
っ
と
り
け
ん

て
ん
し
ょ
う

み
つ
や
す

や
ま
な
し
け
ん

　

   

　

  

ち
ょ
う
せ
ん       

え
き

 

ち  

す
い
じ
ぎ
ょ
う

と
く
が
わ
い
え
や
す

じ
ょ
う
か
ま
ち

え
ひ
め
け
ん

し  

が  

け
ん

め
い 

じ    

い 

し
ん

 

し   

き
ょ

え
きほ

ん
り
ょ
う

馬頭観音      （多賀町）
ば   とうかんのん

 こうしんどう

ば   とうかんのん

ば   とうかんのん

観音堂


